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１ 課題を取り上げた背景
平成 16年度から始まった「三国山地/赤谷川・生物多様性復元計画（通
称：赤谷プロジェクト）」（以下、赤谷Ｐ）は、今年度で 10 年目になり
ます。赤谷Ｐでは生物多様性の復元に向け、自然環境モニタリング会議
を設置し、様々なモニタリングを行っています。その中から地域住民と
赤谷Ｐサポーターが中心となって行っているホンドテンを指標とした森
林環境調査を紹介します。
森林環境をモニタリングし評価することは、現
実的にはかなり難しいことですが、森林に生息す
る特定の動物を指標として、その動物の生態を通
じて評価することは可能ではないかと考えられま
す。そのため、赤谷Ｐほ乳類 WG の足立委員（応
用生態技術研究所所長）から指導をいただき、ホ
ンドテンを指標とした調査を行っています。ホン
ドテンの「糞」を解析し森林環境を評価するので
すが、サンプリング方法等が簡易であることから
一般市民の参加も可能であり、また、サンプリン
グは林道や歩道で行うので比較的安全に行えま
す。

ホンドテン

２ 具体的な取組
（１）サンプリングするコースを決めて、毎月 1回を目処に各コースでサ
ンプリングを行います。

（２）サンプリングは足立委員が作成した「テ
ンの糞を対象としたモニタリング調査マニ
ュアルガイドライン」に基づき行います。

（３）採取されたサンプルはフリーザーに
入れて保管します。

（４）1 年分のサンプルは、年末にクール便で
分析を行う足立委員へ送付します。

（５）サンプルは内容物、DNA を分析し、その
結果を赤谷Ｐに報告します。 サンプリング風景

３ 取組の結果
（１）赤谷地域に生息するホンドテンの生息個体数
①赤谷地域全体の変動はあるもののおおよそ安定しています。
②赤谷の各調査コースの個体数変動は同調的で、あるコースのみの特
異性は認められません。

（２）赤谷地域に生息するホンドテンの採餌傾向
①特定の植物種の豊凶に大きく左右されますが、年間を通じて動物食
が中心です。
②動物類では、ネズミ類と昆虫類が優先します。
③植物類では、ヤマグワ、ウワミズザクラ、サルナシ、ツルウメモド
キなどが目立ちます。
④季節変動
【春季】動物類ではネズミ類、ノウサギ、モグラ類、鳥類などが他

の季節より多いです。
植物類ではツルウメモドキが少し目立つ程度です。

【夏季】動物類では昆虫類が最も多いです。
植物類ではヤマザクラやカスミザクラなどのサクラ類、ヤ
マグワ、イチゴ類などが出現し、初夏～夏季に実を結ぶ植
物類が採餌されます。

【秋季】動物類では夏季と同じような状況が継続しています。
植物類では「サルナシ」の季節で、集中的に採餌していま
す。

【冬期】比較的にネズミ類や鳥類が目立ちますが、数量は多くあり
ません。
植物種はほとんど出現しなくなります。

４ まとめ
ホンドテンの採餌傾向から、ホンドテンから見た赤谷地域の自然環境
の状況はおおよそ把握できましたが、自然環境の変動をモニタリングす
るまでには、なお時間が必要です。しかし、ホンドテンはバラエティに
富んだ多くの種類の動植物を餌資源として利用しています。ホンドテン
が安定して生息する環境は、餌となる動植物が安定して生息･育成して
いる証左であり、モニタリングデータに大きな変動があった場合には、
生息する自然環境に何らかの変化が発生している可能性が予想されま
す。こうしたことから、ホンドテン及びホンドテンの生息環境が保全さ
れることは、森やそこに生息、生育する多くの動植物が保全されること
を意味しており、このことが生物多様性の評価につながるのではないか
と考えます。
併せて、こうした安全かつ簡易なモニタリング調査は、地域の方々や
一般の方々を定期的に行うことによって、その時々の季節の変化を楽し
みながら森林環境の遷移を肌で感じることが出来るでしょう。


